
第 2部 自 然環境の 現状 と 対策

第 1 章 自 然 環 境 の 現 状

第 1 節 地形 、 地 質

本県の地形、 地質は 、 構成す る 地質や火山活動な どに よ り 県南域 と県北域では著 し く 相違 し

てい る 。

県南域は 、 三郡変成岩類や花崗岩類な どの古い地層か ら な る た め地形は急峻で、 そ こ に は侵蝕

に よ り 生 じ た遷急点が随所にみ ら れ、 滝や瀬な どの 自然美豊かな景勝地が形成 さ れて い る 。 反面、

北域は 、 比較的新 し い地質に属す る新第三系や こ れを覆 う 畔新世火山岩類が広 く 分布 し 、 地形は

一般に なだ ら かであ る 。 さ ら に 、 本県に は大山を は じ め と す る新 し い 火山活動の所産であ る 火山

地形が各地域に分布 し てい る 。 な かで も 、 県東部の扇 ノ 山 、 氷 ノ 山及び県西部の大山火山群な ど

は 、 秀麗な山容 と雄大な ス ロ ー プ と が相ま っ て 、 優れた火山地形を形成 し てい る 。

一方、 日 本海に面す る 1 45 脳 に及ぶ海岸域に は 、 日 本海の荒波と河川の流砂に よ り 形成 さ れた

鳥取砂丘や弓浜半島の ご と き 日 本最大の砂丘、 砂州が発達 し 、 後背地の松林 と相 ま っ て、 白砂 、

青松の美 し い砂浜海岸が各所に 見受け ら れる 。

ま た 、 県東部の岩石海岸に は 、 洞門 、 洞窟、 波食棚等のめず ら し い海岸地形が分布 し 、 こ れ ら

は透明な海 と緑の山 と よ く 調和 し 、 山陰の松島 と い われ る良好な 自然景観が形成 さ れてい る 。

優れた もの は表 1 2 の と お り であ る 。

表 1 優れた地形

〔山 岳〕

地 名 地 形 的 特 性 特 。己

劇 馳 山

立 岩 山

久 松 山

扇 ノ 山

霊 石 山

氷 ノ 山

頭 巾 山

洗 足 山

穂 見 山

篭 山

ビ ュ ー ト 型 ~ ト イ ブ型

ビ ュ ー ト 型 ~ ト イ プ型

孤 立 丘

楯 状 火 山

メ ー サ

楯 状 火 山

壮 年 山 地

壮 年 山 地

壮 年 山 地

壮 年 山 地

均整の と れ た 山形展望良

急傾斜孤峰

ド ー ム 状 、 展望良

ス ケ ー ル大

山頂 に 平担地

山頂 に 平担地

急峻な 鋭峰

急峻な鋭峰
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地 名 地 形 的 特 性 特 記

高 鉢 山

高 山

鷲 峰 山

毛 無 山

矢 山

ス ク モ 山

金 峰 山

桐 山 城 お よ び 桐 山

摩 尼 山

覚 寺 峠

丸 山

雁 金 山

本 陣 山

今 木 山

猫 山

円 通 寺 山

遠 見 山

若 桜 城 山

鉢 伏 山

三 徳 山

花 倉 山

羽 衣 石 山

粟 尾 山

御 冠 山

大 平 山

馬 / 山

倉吉市街の北方山地

打 吹 山

高 城 山

若 杉 山

大 山

壮 年 山 地

壮 年 山 地

古 期 火 山

古 期 火 山

孤 立 山 地

孤 立 山 地

花 崗 岩 禿 山

花 崗 岩 禿 山

孤 立 山 地

第 三 紀 丘 陵

孤 立 丘

孤 立 丘 陵

平 頂 山 地

孤 立 丘

壮 年 山 地

ビ ュ ー ト

壮 年 山 地

孤 立 丘

平 頂 山 地

溶 岩 山 地

花 崗 岩 山 地

花 崗 岩 山 地

花 崗 岩 山 地

溶 岩 山 地

第 三 紀 丘 陵

溶 岩 台 地

安 山 岩 丘 陵

壮 年 的 孤 立 山

花 崗 岩 孤 立 丘

モ ナ ド ノ ク

ト イ ザ

日 本海側の 展望良

日本海側の 展望良

湖山池の 展望点

展望良 、 道路

城跡

城跡

城跡

古墳 、 古戦場
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地 名 地 形 的 特 性 特 記

烏 ヶ 山

孝 霊 山

鍔 抜 山

壺 瓶 山

城 山

鬼 住 山

栗 島

城 山 ( 米 子 )

要 害 山

金 華 山

宝 仏 山

大 倉 山

花 見 山

鬼 林 山

稲 積 山

道 後 山

窓 山

船 通 山

溶 岩 塔

寄 生 火 山

寄 生 火 山

寄 生 火 山

ヘ プ イ オ ー ー ブ

花 崗 岩 壮 年 山 地

玄 武 岩 孤 立 丘

流 紋 岩 孤 立 丘

壮 年 山 地

凝 灰 角 礫 岩 山 地

壮 年 山 地

孤 立 山 地

孤 立 山 地

孤 立 山 地

孤 立 山 地

準 平原 遺物 と モ ナ ド ノ ソ ク

壮 年 山 地

壮 年 山 地

‐ サ型

草原

展望良好

草原 、 た た ら 跡

流認岩、 花崗岩の岩質差を反映そこ に 鳥上滝

〔 高 原 〕

地 名 地 形 的 特 性 特 。己

河 合 谷 高 原

菅 野 高 原

広 留 野

稲 葉 山 高 原

東 山 ･ 沖 / 山 高 原

津 無 高 原

波 多 の ム

険 所 峠 面

三 原 高 原

落 折 高 原

ヘ プ イ オ - - プ

ベ プ イ オ - - プ

新 期 フ ピ J 台 地

安 山 岩 台 地

準 平 原 遺 物

山 麓 階

準 平 原 遺 物

準 平 原 遺 物

山 麓 階

ペ テ ィ オ ー ー ブ

小潮 あ り ス ケ ー ル大

湿原 あ り
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地 名 地 形 的 特 性 特 記

弓 河 内 高 原

鷲 蜂 緩 斜 面

長 尾 鼻 高 原

亀 尻 高 原

八 葉 寺 高 原

俵 原 高 原

高 清 水 高 原

三 朝 高 原

若 杉 山 高 原

鏡 ヶ 成

大 河 原

桝 水 原

赤 松 原

草 谷 原

一 息 坂 高 原

中 山 原

船 上 山

越 敷 野

鵜 ノ 池 高 原

根 雨 原

岩 坪 湿 原

山 麓 階

古 崖 錐

ベ ゲ イ オ ー ー プ

ペ プ ィ オ ー ー プ

ペ プ ィ オ ー ー プ

ペ テ オ ニ ー ア

ペ テ ィ オ ー ー プ

ペ プ ィ オ ー ー プ

準 平 原

火 砕 流 面

火 砕 流 面

火 砕 流 面

火 砕 流 面

火 砕 流 面

火 砕 流 面

火 砕 流 面

ペ プ オ - - プ

ペ プ ィ オ - - プ

山 麓 暗

山 麓 階

旧 河 床 が 山 く ず れ で湿原化 埋れ木 樹根 あ り

〔 湖 沼 〕

地 名 地 形 的 特 性 特 。己

多 鯰 ヶ 池

湖 山 池

東 郷 池

大 山 池

大 野 ヶ 池

赤 松 池

鵜 ノ 池

｣中 海

古 砂 川 に よ る 古 い フ グ ー ソ

フ グ ー ソ

フ グ ー ソ

人 工 湖

原因不明 - 火砕流せ き と め 湖

人 工 湖

フ グ ー ソ

中国地方最深

水質 ･ 底質の 保全

灌濶用人工湖 と し て 中国地方最大

人工湖 と し て よ り も カ ル テ フ 湖の性質

ス ケ ー ル 大 、 水質汚れ

- 7 -



〔 峡 谷 〕

地 名 地 形 的 特 性 特 記

雨 滝 峡 谷

大 石 峡 谷

上 地 峡 谷

姫 路 峡 谷

諸 鹿 峡 谷

春 米 峡 谷

吉 川 峡 谷

落 折 峡 谷

芦 滓 渓 谷

新 見 川

屋 住 ( 安蔵 ) 峡 谷

佐 治 谷

三 滝 溪 谷

赤 渡 川

岩 坪 峡 谷

松 上 峡 谷

長 柄 峡 谷

小 鹿 溪

三 徳 溪 谷

川 上 溪 谷

太 郎 田 溪 谷

笏 賀 溪 谷

鉛 山 溪 谷

曹 源 寺 溪 谷

木 地 山 溪 谷

田 代 溪 谷

下 畑 溪 谷

福 本 溪 谷

岩 倉 溪 谷

山 川 木 地 溪 谷

甲 川 峡 谷

川 床 峡 谷

峡 谷 壁 と 懸 谷 の 滝

若 返 り の 谷 と 段 丘

安 山 岩 谷 壁

穿 入 V 字 谷

谷 壁 が 急 崖

ー滝 瀬 多 し

ポ ト ホ ー ル あ り

河 川 争 奪 深 い 侵 蝕 谷

花 崗 岩 の 渓 谷

上 流 型 V 字 谷

上 流 型 V 字 谷

上 流 型 V 字 谷

火 砕 流 と 溶 岩 を 刻 む

安 山 岩 を 刻 む 峡 谷

滝多数 を と も な う

両側に小段丘

佐治石あ り

花崗岩奇岩 あ り

急崖 、 奇岩 あ り

V字谷 、 岩盤露出
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地 名 地 形 的 特 性 特 記

地 獄 谷

小 鴨 川 上 流

猿 飛 溪 谷

法 勝 寺 川

石 霞 溪

火 砕 流 中 の 峡 谷

火 砕 流 中 の 峡 谷

花 崗 岩 の 谷 床 谷 壁

大山滝な ど滝多 し

ポ ト ホ ー ル 多 し

〔 滝 〕

地 名 地 形 的 特 性 特 記

雨 滝

三 滝 ( 三 滝 漢 )

山王の 滝 ( 佐治谷 )

芦 津 溪 三 滝

田 原 谷 不 動 滝

今 滝

大 山 滝

足 落 し の 滝

筥 滝 ( 雨滝溪 谷 )

千 丈 滝 ( 船 上 山 )

岩倉滝 ( 倉吉市岩倉 )

竜王滝 ( 日野町、 滝山 )

亀 滝

大 鹿 滝

あ み だ 滝

相対的 に堅硬 な 安山岩に よ っ
て 形成

2 段の滝

本支流の 侵食差 と 安山岩の 節
理に起因 、 他 に 湯原 妙円滝
あ り

安山岩の 急崖 を 落下

火砕流堆積物 に 貫入 し た安山
岩岩脈 に よ っ て 形成 、 2 段 の

滝 を作 る

若返 り の 谷の 谷頭

安山岩の節理支配

雄滝は細長 く 、 雌滝は 中大で
落差大

柱状節理に そ う 滝

落差大

落差4 0 m

他 に 布滝 、 筥滝 あ り

他 に夫婦滝 、 虹が滝 な ど多数

落差 2 0 m

不動尊 こ も り 堂 あ り

落差 3 0 m

下位の 滝は崩壊速度大

落差 3. 4 m 、 学 術参考地

3 段の滝か ら な る

水量が少 な い こ と が欠点

中 8 m 、 落差 1 l m 、 水深 2 m

黛●

瓶

〔 河 川 〕

地 名 地 形 的 特 性 特 記

千 代 川 中 流

日 野 川 中 流

穿 入 蛇 行

穿 入 蛇 行

智頭 ト ン ネ ル付近が も っ と も す ぐれ る

江尾 ~ 黒坂
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〔 海 岸 〕

地 名 地 形 的 特 性 特 。己

東 浜 ~ 居 組

羽 尾 海 岸

浦 富 海 岸

烟 馳 山 海 岸

鳥 取 砂 丘

質 霧 海 岸

白 兎 ~ 酒 ノ 津

長 尾 鼻

小 浜

泊

橋 津

由 良

御 塒

甲 川 河 口

大 雀

弓 ヶ 浜

花 崗 岩 海 食 崖

安 山 岩 海 食 崖

花 崗 岩 海 食 崖

凝 灰 岩 海 食 崖

砂 丘

砂 浜 ･ 新 期 砂 丘

岩石海岸 ○第三紀 ) と ボ ケ 小 浜

安 山 岩 断 崖

懸 谷 と 海 岸 段 丘

離 水 洞 ･ ベ ン チ

離 水 洞 ･ 旧 海 崖

浜 堤 列

火 山 海 岸 の 波 食

漂 礫 浜

漂 礫 浜

長 大 な 砂 州

海 食 洞

竜 神 洞

ー ン 山 洞 く つ

丸 山 洞 く つ

橋 滓 洞 く つ

離 水 海食洞 と 現 海食洞 あ り

離 水 海 食 洞

離 水 海 食 洞

離 水 海 食 洞

ス ケ ー ル大

学術参考地

学術参考地

学術参考地

表 2 優れた地質

〔 岩石鉱物産地 〕

名 称 種 類 位 置 特 。己

あ ら れ 石

菱 沸 石

束 沸 石

岩 美 銅 山 跡

泥 炭

二次生 成物

斜方沸石

採石場跡に 産出

古 く よ り 知 られる 沈澱銅を産した。

湿原地 に 形成

竜 神洞 ( 岩 美町 )

大 羽 尾 ( 岩 美町 )

馳 馳 山 ( 岩 美町 )

岩 美 町 荒 金

国 府 町 菅 野

二次生成物 Fros Ferr 1

Ag. Cu . Pb . Zn . e tc . 共存

一 1 0 一



名 称 種 類 位 置 特 記

濁 沸 石

碧 玉

蛇 紋 岩

ひ す い 輝 石

ア ン プJ シ ソ

方 解 石

百 谷 鉱 山 跡

碧 玉

褐 鉄 鉱

褐 鉄 鉱

濁 沸 石

ペ ン ト ナ イ ト

沸 石

佐 治 石

白 雲 母 花 崗岩

木 化 蛋 白 石

石 英 ( 水 晶 )

ウ フ ン 鉱 物

ウ フ ソ 鉱 物

金 雲 母

ァ ミ ナ 球 球

イ モ ゴ フ イ ト

輝 水 鉛 鉱

碧 玉

ひ る 石

高 温 石 英

後 谷 鉱 山 跡

松 皮 石

大 村 鉱 山 跡

ま ん じ ゅ う 石

菊花状に 集合

赤玉状の 珪酸鉱物

採石 さ れ た こ と あ り

曹長石 と 共生

カ ソ フ ソ 石 と と も に 巨品 を な す

幕末 ま で石炭が ま あ り

裂 か充填銅鉱山

流紋岩に波状に生 成

高師小僧

あ ん石

方解石 と 共生

流紋岩脈の 風化生 成物

河原火山岩中 に 生成

三郡変成岩中の 火山岩源の 片岩鑑賞石

白雲母 を含む花崗岩 は 本県で は珍 ら し い

白兎礫層中 に 産出す る

モ J ブ テ ソ の鉱床域の 品洞 ( ガマ 泥こ 集合

わが国 の 代表的 な堆積型 ウ フ ソ鉱床

人形石(N ingyo i te ) 等 を伴 う ウ フ ン鉱床

玄 武岩の 品洞中 に結晶

軽石層中 に梅干 し 状に 産す る 。 ギ ブ サ イ ト

が主 成分

軽石層中 の 皮膜状鉱物

黄鉄鉱 と 共存 、 脈状

脈状に 産す る 鉄を含む珪酸鉱物

黒雲母の仮品 で分解 し て ギ ブサイ ト 等にな る

β 石英の単結晶

銅 、 亜鉛鉱山

中生代火山岩中の 泥岩 層

マ ン ガ ン鉱山 、 パ フ 輝石 を 産す

雲根志に所載の ｢ 団 子石 ｣

八 東 町 広 留 野

八 東 町 広 留野

若 桜 町 角 谷

若 桜 町 角 谷

国 府 町 捨 石

八 東 町 新 興寺

鳥 取 市 百 谷

鳥 取 市 党 寺

鳥 取 市 浜 坂

国 府 町 笑 道

河 原 町 稲 常

鳥 取 市 中 砂 見

河 原 町 神 馬

佐 治 村 加 瀬木

佐 治 村 栃 原

鳥 取 市 白 兎

東 郷 町 別 所

三 朝 町 神 倉

三 朝 町 人 形峠

倉 吉 市 田 内

倉 吉 市 駄経 寺

倉 吉 市 秋 喜

倉 吉 市 高 城

溝 口 町 栃 原

淀 江 町 岡 成

米 子 市 陰 田

日 野 町 後 谷

日 南 町 多 里

用 瀬 町 赤 波

倉 吉 市 汗 干

I
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〔 化石産地 〕

名 称 種 類 位 置 特 記

中新世の動物化石群

ビ カ J ヤ 他

岡 益 植 物 化 石 群

中 新 世 化 石 群

中 新 世 魚 類 化 石

古 人 形 谷 化 石 群

三 徳 型 植 物 化 石

備 北 層 群 化 石 群

コ ン ブ ト ー フ イ ル ム 他

新第三紀の海棲化石 ゥ - を 多産

腹足類 、 中新世標準化 石

台島型の温暖性植物化石

新第三紀の海棲動物化石群

海産 魚類化石 を 多産

昆虫 、 淡水魚化石 を 共産

ブ ナ 、 カ エ デ を 多 産す る 中新世植物

中新世の 内湾性化石

ヤマ モ モ料植物 中新世標準化石

国 府 町 上 地

若 桜 町 春 米

国 府 町 岡 益

国 府 町 美 歎

国 府 町 宮 ノ 下

佐 治 村 辰 己 峠

三 朝 町 吉 原

日 南 町 多 里

国 府 町 普 合 寺

〔 温泉地 、 湧水地 〕

名 称 種 類 位 置 特 。己

岩 井 温 泉

鳥 取 温 泉

古 岡 温 泉

湯 谷 温 泉

福 部 温 泉

湯 原 温 泉

浜 村 温 泉

鹿 野 温 泉

浅 津 温 泉

東 郷 温 泉

三 朝 温 泉

関 金 温 泉

福 富 温 泉

皆 生 温 泉

湧 水 地

湧 水 地

湧 水 地

含 芒 硝 石 膏 泉

含 芒 硝 食 塩 泉

単 純 泉

含 重 曹 食 塩 泉

含 芒 硝 石 膏 泉

含 石 膏 食 塩 泉

単 純 泉

含 石 膏 食 塩 泉

含 石 膏 食 塩 泉

放 射 能 泉

単 純 泉

硫 酸 塩 系

合 塩 化 土 類 食 塩 泉

地 下 水

地 下 水

地 下 水

岩 美 町 岩 井

鳥取市 鳥取駅東南

鳥取市吉岡温泉町

河 原 町 湯 谷

福 部 村 久 志 羅

若 桜 町 湯 原

気高町浜村 、 勝見

鹿 野 町 鹿 野

羽 合 町 浅 津

東 郷 町 松 崎

三朝町二朝 、 山 田

関 金 町 関 金 宿

倉 吉 市 福 富

米 子 市 皆 生

鹿 野 町 小 別 所

青 谷 町 八 葉 寺

赤 碕 町 黒 川

高温泉

高温泉

高温泉

温 泉

冷鉱泉

湯徴地

高温泉

高温泉

高温泉

高温泉

高温泉

高温泉

湯徴地

高温泉

園 日 本鉱泉分 析法

に よ る 。
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｢ 名 称 種 類 位 置 特 記

湧 水 地

湧 水 地

湧 水 地

地 下 水

地 下 水

地 下 水

淀 江 町 高 井 谷

溝 口 町 桝 水 原

溝 口 町 末 鎌

〔 地質産状好露出 〕

名 称 種 類 I 位 置 特 記

柱 状 節 理

柱 状 節 理

柱 状 節 理

泥 岩 の 斜 層 理

円 通 寺 礫 層

花 崗 岩 と 岩 脈

郡 家 礫 岩 層

チ ャ ー ト の 褶 曲

辰 己 峠 層 と 基 盤

辰 己 峠 層 と 断 層

青 谷 安 山 岩 産 状

ク ロ ス ナ 層

古 砂 丘 と 基 盤

三 朝 高 原 露 頭

人 形 峠 層

船 上 山 溶 岩

火 山 灰 乱 堆 積

ク ロ ズ ナ 層

鶴 田 玄 武 岩

金 持 礫 岩

荷 重 痕

玄 武 岩 の 節 理

柱 状 節 理

花 崗岩 と 円 護 寺 石

火 山 岩 と 基 盤

砂 丘 と 火 山 灰

日 本海に 面 し た大露頭

新第三紀安山岩

扇 / 山溶岩流の末端

凝灰岩 と シ ル ト の 互層

鳥取 層群中の 礫岩

花崗岩に貫入 し た粉岩脈

鳥取 層群の 基底礫岩

古生 層中の 異状褶曲

古人形谷の不整合

県境付近の 小断層

海岸 に 面 し た露頭

新砂丘中の 腐植層

下部 ロ ー ム 層 を 覆 う 砂丘

高原道路沿い の露頭

チ ャ ノ ネ ル 状の 砂礫層

古期大山の溶岩流

上部 火山灰層の 褶曲

弓浜部の 砂丘中 に 発達

玄 武岩台地

火道性の 礫岩

上盤地層の荷重 で形成

広留野の溶岩流

摩尼山道沿 いの 景勝地

断層で接す る

花崗岩地の孤立火山岩丘

砂丘中 に は さ ま る 火山灰

福 部 村 岩 戸

国 府 町 捨 石

八 東 町 富 枝

鳥 取 市 里 仁

河 原 町 稲 常

用 瀬 町 用 瀬

河 原 町 神 馬

佐 治 村 余 戸

佐 治 村 栃 原

佐 治 村 辰 己 峠

青 谷 町 長 尾 岬

泊 村 石 脇

羽 合 町 南 谷

三 朝 町 三 朝

三 朝 町 人 形 峠

赤 碕 町 茶 園 原

江 府 町 御 机

米 子 市 彦 名

溝 口 町 鶴 田

日 野 町 金 持

日 南 町 多 里

若 桜 町 諸 鹿

鳥 取 市 円 護 寺

鳥 取 市 覚 寺

西 伯 町 金 華 山

北 条 町 弓 原
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〔 地質模式地 〕

名 称 種 類 位 置 特 記

鳥 越 火 砕 岩

淵 見 閃 緑 岩

普 合 寺 泥 岩

鳥 取 砂 丘

人 形 峠 層

円 通 寺 礫 岩

白 兎 礫 岩

亀 尻 玄 武 岩

三 徳 山 安 山 岩

高 清 水 安 山 岩

坂 本 安 山 岩

法 万 浮 石 層

大 山 火 山 砕屑 岩 層

御 来 屋 礫 層

名 和 泥 流

金 持 礫 岩

尚 徳 火 砕 流

高 姫 層

米 子 流 紋 岩

多 里 層

倉 吉 浮 石 層

溝 口 凝 灰 岩

新第三紀末火山砕肩岩

新第三紀の 貫入岩体

新第三紀の海成層

第四紀の海岸砂丘

新第三紀の陸水成層

新第三紀の 層間礫岩

新第三紀人形峠相当 層

鮮新世火山岩類

鮮新世火山岩類

県境部の 鰹新世火山岩類

三徳溪谷下の 火山岩

大山上部火山灰層の 軽石

新期火山砕屑岩層

火山扇状地堆積層

弥山噴出源の 火砕岩

中生代火山岩の 火成礫岩

下部火山灰層の 火砕岩

洪積世の段丘層

上部新第三系の 火山岩

億北層群相当 層

大山中部 火山灰層の 軽石

古期大山の 砕屑岩層

岩 美 町 鳥 越

若 桜 町 淵 見

国 府 町 書 含 寺

鳥 取 市 浜 坂

三 朝 町 人 形 峠

鳥 取 市 円 通 寺

鳥 取 市 白 兎

青 谷 町 亀 尻

三 朝 町 三 徳

三 朝 町 高 清 水

三 朝 町 坂 本

東 伯 町 法 万

大 山 町 本 宮

名 和 町 御 来 屋

名 和 町 名 和

日 野 町 金 持

米 子 市 青 木

会 見 町 高 姫

米 子 市 陰 田

日 南 町 多 里

倉 吉 市 秋 書

大 山 町 一 ノ 谷

第 2 節 植 物

植物 は 、 自 然環境 に最 も 支配 さ れ易い生物 で あ り 気候や地形 、 地質の 制約 を受 け る こ と が多い

本県の気候は 、 寒冷 多雨 豪雪 を伴 う 北陸型 と は異 り む し ろ年平均気温 1 4℃ 内外の温暖 な地

と い え る が 地勢か ら 気候区 を分 ければ 、 平地部の 山陰型気候区 と 山間高冷地の 中国 山地型気候区

に区分 さ れ る 。 従 っ て 、 生物 も 寒暖両系の 生物が混交 し て 生息 し て い る 。

植物の分布 を 自 然植生か ら みれば 、 低地に は温帯性植物 であ る ソ バ キ 、 シ イ 、 カ シ 、 タ ブ ノ キ な

どの常緑広葉樹が広がる が、 標高が高 く な る につれ、 コ ナ フ ア ベマ キ帯、 ブナ帯、 低木草本帯
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へ と移行す る 。 なかで も 、 大山の中腹に西 日 本最大の規模を有す る ブナ の原生林や山頂部の キ ャ

ラ ボ ク 純林は 、 本県にお け る代表的な植物の分布域を形成 し て い る 。 ま た 、 中山町の海岸に は 、

自生の南限 と い われ る北方系のハマ ナ ス が生育す る反面、 大山北麓の海岸部に は 、 南方系のハマ

ヒ サ カ キが生育す る な ど 、 寒暖両系の植物が分布 し てい る 。 そ の他鳥取砂丘の砂丘植生や 、 浦富

海岸の ク ロ松林は非常に美 し い景観を呈 し てい る 。

一方、 平野部の神社の境内や城跡に は 自然性豊かな森林が残存 し 、 県民に親 し ま れてい る 。 優

れた も の は表 3 の と お り であ る 。

表 3 優れた植物 と そ の分布域

保 全 地 区 - 植 生 型 注 目 す べ き 種

岩美町甘露神社の社叢

浦富海岸

岩美町太田神社の社叢

鳥取砂丘

岩美町院内部落周辺

国府町菅野湿原吸しぴネ輛生の社叢

福部村栗谷の坂谷神社の社叢

久松山

覚寺神社の社叢

劇取市香取の意上奴ネ棘生の社叢

鳥取市御熊神社 と そ の周辺

鳥取市伏野神社の社叢

鳥取市細見神社の社叢

河原町三谷部落神社の社叢

用瀬町三角山

用瀬町洗足山

用瀬町大山神社の社叢

智頭町 中井神社の社叢

船岡町大江神社

扇 ノ 山

陣鉢山

氷 ノ 山

三室山

若桜町糸 白 見 、 弁天谷

東 山

若桜町吉川部落 1 2 8 2 m峰

シ イ 林

ク ロ マ ッ林

シ イ 林

砂丘植生

シ イ 、 カ シ林

ミ ズゴケ湿原 、 ズナ フ林

常緑広葉樹林

シ イ 、 カ シ林

シ イ 林

シ イ 、 カ シ林

シ イ 林

シ イ 林

シ イ 林

サ カ キ林

ア カ マ ン 混交林

ア カ マ ン 混交林

カ シ ･ シ イ 林

カ シ林

ン イ 林

ブ ナ ･ ミ ズ ナ フ 林

ブ ナ ･ ミ ズ ナ フ 林

ブ ナ ･ ミ ズ ナ フ 林

ブ ナ ･ ミ ズ ナ フ林

ア カ マ ン 混交林

フ ナ ･ 、 ズナ フ林

ブ ナ ズ ナ フ 林

ツバキ、 シイ 、 カ ゴ

シイ 、 ウ ラ ジ ロ カ シ、 タ ブ、 サカ キ、 シダ類

ヒ ノ キ 、 ア カ ガシ 、 イ ヌ ブナ 、 ナ ソ ンバキ

ヒ ノ キ 、 ヒ メ コ マ ン 、 ブナ 、 ミ ズナ フ

サ カ キ 、 カ ゴ ノ キ 、 ソ ク バ ネ ガシ 、
ウ フ ジ ロ カ“ シ

シ フ カ ソ 、 タ ブ ケ ヤ キ 、 ブ ナ

キ ャ フ ポ ク 、 コ ケ モ モ 、 オ ー シモ ン ケ

ヒ メ コ マ ツ、 シ ャ ク ナ ゲミ ヒ カ ゲツ ツ ジ
ヒ ノ キ

ア カ モ ノ
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保 全 地 区 植 生 型 注 目 す べ き 種

沖 ノ 山

智頭町新田部落 1 0 40 m峰

那岐山

河原町 ′｣ ･ 河 内 部落周辺

河原町北村の権現の 森

佐治村余戸部落の神社の社叢

佐治村余戸の 三原高原

佐治村 南平国有林

三国山 、 高鉢山 、 高 山

鷲峰山

鹿野町鹿野城跡

三朝町中津佐谷越湿原

青谷町八葉寺川 周辺

東郷町今滝 、 漆原部落の 滝

橋滓の海岸

打吹山

三徳山 、 小鹿溪谷

人形仙

三朝町 田代部落 1 0 7 3 m 峰

若杉山 、 津黒山

蒜 山

中 山町下甲海岸

大 山町本宮部落周辺

米子市漆山

金 ヶ 谷山 、 毛無 山

日 野町滝山神社

花見山

道後山

船通山

ブ ナ ･ ズナ フ 林

風衝低木林

風薗低木草原及びブ ナ林

シ フ カ シ ･ ン イ 林

常緑混交林

カ シ林

ス ス キ 、 風鏑低木林

ブ ナ ･ ミ ズ ナ フ 林

ブナ ･ ミ ズ ナ フ 林

ブナ ･ ミ ズ ナ フ 林

タ ブ ノ キ シ イ 林

ミ ソ ガ シ ワ 湿地

常緑広葉樹林

常緑広葉樹林

ン ダの 群落

常緑広葉樹林

フ ナ林 、 カ ノ林 、 河畔林

ササ草原

風鏑草原

風街 、 ス ス キ 草原

ブ ナ ･ ミ ズ ナ フ 林

ハ マ ナ ス ･ ハマ ヒ サカ キ群落

ソ ハ キ モ チ ノ キ林

ノ イ 妹

ブ ナ林

カ シ林

カ ソ ワ 低木林 、 風街草原

風薗草原 、 湿地

ブ ナ林 、 河畔林

リ ョ ウ ブ ノ ャ ク ナ ゲ 、 サ フ サ ド ウ ダ ソ ,

ペ ー ド ウ ダ ソ

ヒ ノ キ 、 サ フ サ ド ウ ダ ソ 、 ペ ー ド ウ ダ ソ 、

シ ャ ク ナ ゲ 、 マ イ ズ ル ソ ウ

ソ バ キ 、 タ ブ ノ キ

ア カ モ ノ マ ン ネ ソ ス ギ

シ マ イ ヌ ワ フ ピ ン ク ナ ゲ

ン ハ キ 、 タ フ ノ フ カ ノ 、 ノ ダ類

ア ス ナ 、 ヵ 、 タ ブ ノ キ 、 ノ ダ 類

ソ イ タ フ モ

ア カ モ ノ 、 コ コ メ グ サ 、 イ ワ ン ブ

ノ ガ J ヤ ス ア カ モ ノ

ア カ モ ノ

シ ダ 類

イ ヌ ビ ワ ヤ マ モ モ シ ダ類

ス ギ 、 ノ ク ナ ゲ

ア カ モ ノ

ア カ モ ノ 、 シ モ ノ ノ ･ イ カ イ ン ウ
レ ソ ゲ ソ ン シ

イ チ イ オ ー グ
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第 3節 動 物

本県の動物につ い てみ る と 、 鳥類は本邦に生息す る野鳥の約半数に当 る 2 0 0 種が生息 し てい る 。

大型動物は少 く 、 僅かに ツ キ ノ ワ グマ 、 イ ノ シ シが知 ら れてい る にすぎず、 他は 一 ホ ンザル 、 な

どの小型哺乳動物が多い。 こ れ ら 者動物の生息分布域は 、 生活環境や食餌の関係な どか ら 、 自 然

の生態系がよ く 保全 さ れて い る 地域に分布 し 、 県東部では八頭郡南域 、 中部では三徳山 、 打吹山 、

西部では大山 、 蒜山を中心 と す る 地域が主た る生息域 と いえ る 。 特 に 、 大山 に は 、 本邦特産の一

属一種の珍獣と し て知 ら れてい る ヤ マ ネ や 2 0 0 種 に及ぶ野鳥並びに 1 , 0 0 0 種を超す昆虫類な どが

生息 し 、 西 日 本にお け る 小型動物の楽園 と な っ てい る 。 し か し 、 県下の動物の なかで、 学術的に

最 も貴重な もの は 、 中国山地の渓流地西伯郡東長田地区に生息 し 、 ｢生き てい る化石｣ と い われ

てい る有尾両生類の ｢オ オ サ ン シ ョ ウ ウ オ ｣ であ る 。

こ れ ら 諸動物の生息域の う ち 、 優れてい る の は表 4 の と お り であ る 。

表 4 優れた動物 と そ の生息域

主 な

行政区
地 域 名 種 類 相 特 記

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

岩美郡

岩美郡

岩美郡

八頭郡

千 代 川 河 口

湖 山 池

久 松 山 山 系

野 坂 湿 原

横 枕 ~ 猪 子

河 内 ~ 安 蔵

岩 美 町 院 内

唐川、 宝殿付近

河 合 谷 高 原

扇 ノ 山 一 帯

水 鳥 ( ハ ク チ ウ 、 カ モ 、 サ キ 、 シ キ )

水 鳥 ( カ モ 類 ) ア オ サ キ 、 オ オ バ ソ 、 ハ ム 、 オ オ ョ シ

キ j 、 ヨ シ コ イ

小鳥 ( カ フ 類 、 ケ フ 類 、 キ ビ タ キ ) 蝶 ( キ マ ダ フ ル ノ

ッ バ メ ) 甲 虫 ( カ ミ キ リ ム シ類 ) ホ タ カ ス サ ン

シ ョ ウ ウ オ 、 シ ュ レ ー ゲ ア オ カ エ ル

′ 、 ノ チ ョ ウ ト ソ ボ

ホ ト ケ ド シ ョ ウ

カ ジ カ

モ J ア オ カ エ ル

ハ ノ チ ョ ウ ト ン ボ 、 蝶 ( ヒ ロ オ ヒ ド ノ シ シ ミ 、 キ マ

ダ フ ル ノ ツ バ メ )

小 鳥 ( フ ノ ポ ウ ソ ウ 、 オ オ ル ハ セ ノ 力 ) モ リ ア オ カ

エ ル 、 甲 虫 ( カ ミ キ ノ ム シ類 ) 蝶 ( キ フ チ ョ ウ 、 シ ー

タ プ ノ ･ 、 ウ ス イ ロ ヒ ョ ウ モ ン モ ト キ )

イ ヌ ワ シ 、 オ シ ド リ 、 ノ ス 、 小 鳥 ( コ ノ ハ ズ ク 、 カ フ

類 、 ホ ト ト キ ス ) 轢 く ミ ド ノ シ ジ ミ 類 、 ウ ス イ ロ ヒ ヨ

ウ モ ソ モ ド キ )

コ ハ ク チ ョ ウ の 住

め る 環境 を

特に 雨滝付近 を

イ ヌ ワ シ の保護 を
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主 な
行政区

地 域 名 種 類 相 特 記

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

気高郡

気高郡

気高郡

東伯郡

東伯郡

倉吉市

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

陣 鉢 山

氷 ノ 山

氷 ノ 山南斜面

三 室 山

東 山 (智頭谷 )

東山 (智頭谷 )

沖 ノ 山

大 江 の 奥

那 岐 山

洗 足 山

波 多 の 台

南 平 国 有 林

高 鉢 山

三 国 山 高 山

円通寺~河原

酒 ノ 津 海 岸

鷲 峰 山

殿 ~ 矢 原

天 神 川 河 口

北 条 砂 丘

打 吹 山

羽 衣 石 城

三 徳 山

高 清 水 高 原

加谷~木地山

曹源寺の支流

福 山

イ ヌ ワ シ 、 ク マ タ カ 、 小鳥 ( カ ラ 類、 ケ ラ 類、 ソ ッ ド

J )

ク マ 、 サ ル ･ ヤ マ ネ 、 モ モ ン ガ 、 イ ヌ ワ シ 、 小鳥 ( コ

マ ド ハ ウ ソ 、 カ ヤ ク グ ハ ブ ッ ポ ウ ソ ウ 、 メ ポ ソ )

ク マ 、 サ ル 、 イ ヌ ワ シ 、 ク マ タ カ

ク マ 、 サ ル 、 イ ヌ ワ シ 、 ク マ タ カ

ク マ 、 サ ル 、 イ ノ シ シ 、 リ ス 、 イ ヌ ワ シ 、 ク マ タ カ

ク マ 、 小鳥 ( コ ノ ハ ズ ク 、 ヤ マ セ )

ク マ 、 小鳥 ( コ ノ ハ ズ ク )

イ ノ シ シ 、 ク マ タ カ

小鳥 ( カ フ 類 ) 甲虫 ( カ ミ キ ノ ム シ 類 )

ヒ メ ハ ル ゼ ミ 、 轢 く キ J シ マ ト i シ ジ )

蝶 ( ウ ス イ ロ ヒ ョ ウ モ ソ モ ド キ )

小 鳥 ( カ フ 類 、 ケ ラ 類 ) 轢 く ウ スイ ヒ ョ ウ モ ノモ ド キ )

イ ワ ナ 、 ク マ タ カ 、 小鳥 ( ヤ マ セ カ フ 類、 ケ フ 類 )

蝶 ( ド i シ ジ 類 )

小鳥 ( ケ フ 類 、 カ フ 類 )

ア ユ 、 力 マ キ ノ ( ア ユ カ ケ )

ウ ミ ネ コ 、 ウ ミ ウ

小鳥 ( カ ラ 類 、 ケ フ 類 ) 蝶 ( ギ フ チ ョ ウ )

カ ワ シ ノ ジ ュ ガ イ

水鳥 ( カ ノ 、 カ モ 、 ツ ギ 、 チ ド リ 、 サ ギ類 )

シ ギ 、 チ ド ノ 、 マ ツ ム シ 、 カ ン タ ン 、 ス ズ ム シ

小鳥 ( カ ラ 類 、 オ オ ル J 、 キ ビ タ キ ) モ ノ ア オ ガ エ ル

轢 く ギ フ チ ョ ウ 、 キ マ ダ ラ ル グ ツ バ メ )

轢 く オ オ ム フ サ キ )

イ ワ ナ 、 小鳥 ( カ フ 類 、 ケ フ 類 、 ヤ マ セ カ ワ セ ミ )

轢 く ヒ サ マ ッ ミ ド ノ シ シ キ ノ シ マ ト ′ シ ジ )

ク マ タ カ 、 ヒ メ ハ ル ゼ ミ

小鳥 ( カ ラ 類 、 ケ フ 類 )

カ ジ カ

ノ ザキ ( オ オ サ ソ シ ウ ウ オ )

ソ ザキ ( オ オ サ ソ シ ウ ウ オ )

イ ヌ ワ シ 、 ヤ マ ネ

亜高山性の小鳥の

保護 を

森林保存良好

天神橋 ま で

- 1 8 -



主 な

行政区
地 域 名 種 類 相 特 記

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

米子市

米子市

日 野郡

日 野郡

日 野郡

日 野郡

日 野郡

日 野郡

日 野郡

日 野郡

日 野郡

日 野郡

米子市

日 野郡

日 野郡

L

三軒屋~大谷

関 金

清 水 川

上 蒜 山

大 父 木 地

日 野 川 河 口

城 山

毛 無 山

鵜 ノ 池

別 所 付 近

滝 山 公 園

印 質 付 近

花 見 山

三 国 山

道 後 山

三 国 山

船 通 山

弓 ヶ 浜

黒 坂 周 辺

生 山

イ ワ ナ 、 ヤ マ メ 、 ヤ マ セ

ホ タ ル

ハ ンザキ 、 イ ワ ナ

小鳥 ( ホ ト ト ギ ス 、 カ ラ 類、 ケ ラ 類 )

プ チ サ ン シ ョ ウ ウ オ

水鳥 ( シ ギ 、 チ ト リ 、 サ ギ、 カ イ ツ ブ ノ ) オ オ シ キ リ

小鳥 ( カ ラ 類、 ケ ラ 類 ) 蝶 ( ア ゲ ハ類 )

小鳥

ブ ノ ポ ウ ソ ウ 、 カ モ類

蝶 ( ウ ス イ ロ ヒ ョ ウ モ ン モ ト キ 、 セ セ ノ チ ウ 類 )

ハ ソザキ 、 カ ジ カ 、 モ リ ア オ ガエ ル

ブ ノ ポ ウ ソ ウ ( 営巣 )

エ ゾ ゼ コ エ ゾ ゼ 蝶 ( ゴ マ シ ジ ド J シ ジ

類 )

蝶 ( ド ノ シ シ 類 )

蝶 ( ギ フ チ ウ 、 ド ノ シ シ 類 )

小鳥 ( ホ ト ト ギ ス 、 カ ノ コ ウ 、 カ ラ 類、 ケ ラ 類 )

小鳥 ( ホ ト ト ギ ス 、 カ ノ コ ウ 、 カ フ 類、 ケ フ 類 )

オ オ ヒ ョ ウ タ ン ゴ ミ ム シ、 ヒ ョ ウ タ ン ム シ のすみ

わ け

甲虫 ( カ ミ キ ノ ム シ類、 ハ ナ ム グ リ 類 )

甲虫 ( カ キ ノ ム シ類 )

森林良好
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第 2 章 自 然 環 境 の 保 全 対 策

第 乍 節 自 然 公 園

, 自然公園の概況

自 然公園 は、 優れ た 自 然の風景地 を保護す る と と も に 、 そ の適正 な利用 に よ り わ れわれの保健

休養及び教化に 資す る こ と を 目 的 と し て 設 け ら れた も の で あ る が、 近年、 経済社会の進展に伴し ＼

日 常生活圏に 良好な 自 然が少 な く な っ た こ と も あ っ て 、 都市生活等に お け る 精神的緊張の解放 を

図 る た め の場 と し て 、 あ る い は 、 野外 レ ク J エ ー シ ョ ン の場 と し て そ の利用 の欲求が高 ま っ て き

て い る 。

こ れ ら の欲求 に こ た え 、 利用者が 自 然公園本来の 目 的に沿 っ て快適 な利用 が図れ る よ う 、 各種

施設の整備 を進 め つつ あ る 。

一方、 優れた 自 然は 、 後世の人間 に と っ て も 貴重な 資産で あ る の で、 そ の 自 然環境 を保全す る

た め 、 規制の強化及び管理体制の充実に 努 め て い る 。

県下の 自 然公園 の指定状況は 表 5 の と お り で あ る 。

表 5 鳥取県 の 自 然公園

区分 公 園 名 指定年月 日 全面積 県内面積
特別保

護地区

特 別 地 域
普通動趨腰或 関 係 市 町 村

1 種 2 種 3 種
特 別
地域 。十

国立
大 山 隠 岐

国 立 公 園

S 1 1 2 1

S 5 0 9. 1 3

拡大

ha

3 1 , 927

h a

13 531

ha

1 1 39

h a

3 MO

h a

2 盤

ha

2 , 677

h a

8 76 1

h a

3, 63 1

大山、 溝 口 、 江府、

岸本 、 関金、 東伯、

赤碕、 名和、 中山

山 陰 海 岸

国 立 公 園
S 38 724 &9第 1 524 1 1第 I 1 , 3 1 2 75 1 ,鰡 12 鳥取、 福部、 岩美

小 。十
･

40 鰯 1 5 055 1 1 , 264 1 3 540 3,碗 2 762 1 0 148 3 鍋

国定
比婆道後帝釈

国 定 公 園
S 3 8 7 2 4 7,瑯 1 , 437 22 834 58 1 1 437 日 南

氷 ノ 山後山那

岐山国定公園
S 4 4 4. 1 0 40 印7 2 7 210 4 1第 1 臨 3 936 5 似 9 7 0 1 4 3

岩美、 国府、 八東、 郡

家、 若桜、 智頭、 用瀬

小 。十 48 3 1 5 2 8 647 4 1% l “5 3 1 , 770 1 6 015 9 8 45 1 3

県立
奧日野県立公園 S 3 9 6. 1 4 278 4 278 特別地域指定な し 日 野、 日 南

三 朝 東 郷 湖

県 立 公 園
S 2 9. 4 1 1 5, 46 1 1 5 461 同 上

倉吉、 三朝、 東郷、

羽合

小 計 19, 739 1 9-739

。十 1儼蜥, 2 43 44 1 5 1 蜘 2 4 205 3 5 626 1 8,767 9 1 8, 5" 3 3 臨
公園面積- 県土面積

の 1 2 4 %
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2 自然公園の保護と管理

国立公園及び国定公園に つ い て は 、 保護の適正 を 図 る た め 、 特別保護地区及び特別地域 を指定

し 、 こ れ ら の地内 に お い て風致景観 を損 う お それ の あ る一定の行為は、 環境庁長官叉 は知事の許

可 を受 け な ければ な ら な い こ と に な っ て い る 。

県立 自 然公園に つ い て は 、 県立 自然公園条例に基づい て管理運営 さ れる が、 ま だ特別地域の指

定が な さ れ て い な い の で早急に特別地域 を指定 し保護管理の徹底を期す る こ と と し て い る 。

国立公園の管理は原則 と し て 、 国 が行 う こ と と さ れて い る が 、 自 然公園法の改正に よ り 許認可

事務が大幅に 県知事に権限委譲 さ れ、 県の管理事務量が増大 し て い る 。

国立公園 の管理機構 と し て は 、 昭和48年 7 月 に 西伯郡大山町大山 に環境庁大山隠岐国立公園管

理事務所が 、 昭和5 1 年 1 0 月 に岩美郡岩美町牧谷に環境庁山陰海岸国立公園浦富管理員事務所が設

置 さ れ、 そ れぞれ地域内の管理業務 を担当 し て い る 。

昭和50年度以降の 自 然公園内 の行為に係 る 許認可処理の状況は表 6 の と お り で あ る 。

行為 の種類別では 、 工作物の新増築等が許可の大半 を 占 め て い る 。

"
表 6 国立 、 国定公園に お け る 年度別許認可処理数調べ

公 園 名
許認可

権 限

公 園 事 業 関 係 工 作 物 等 関 係 。十

50 5 1 5 2 5 3 54 50 5 1 5 2 5 3 54 50 5 1 5 2 5 3 54

大 山 隠 岐

国 立 公 園

長官権限
1 3 1 5 1 7 2 5 1 8 9 1 2 9 6 6 2 2 2 7 2 6 3 1 2 4

知事権限 2 7 3 1 3 2 3 2 4 4 2 7 3 1 3 2 3 2 44

小 。十 1 3 1 5 1 7 2 5 1 8 3 6 43 4 1 3 8 5 0 49 5 8 5 8 6 3 6 8

山 陰 海 岸

国 立 公 園

長官権限 6 1 1 4 9 7 7 4 1 0 a 4 1 3 1 5 1 4 1 2 1 1

知事権限 74 9 0 1 2 6 1 0 8 9 7 7 4 9 0 1 2 6 1 0 8 9 7

小 。十 6 1 1 4 9 7 8 1 9 4 1 3 6 1 1 1 1 0 1 8 7 1 0 5 1 4 0 1 2 0 1 0 8

氷 ノ 山後山那
岐山国定公園 知事権限 0 0 0 0 0 4 4 4 2 1 3 4 4 4 2 1 3

比婆道後帝釈
国 定 公 園 知事権限 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 O 0 2 O 2

。十
1 9 2 6 2 1 3 4 2 5 1 2 1 1 4 1 1 8 3 1 5 1 1 6 6 1 40 1 4 0 2 0 4 1 85 1 9 1

3 環境浄化対策

自然公園内の主要利用地にお いては 、 利用者の も た ら す空缶等廃棄物に よ る人為的汚染が各所

で問題 と な っ てい る が こ れ ら の地域に お け る環境汚染に つ い ては 、 ほ と ん どの地域が 日常生活

圏か ら遠隔地であ る と い う 地理的条件の悪さ か ら 、 廃棄物の効率的な収集処理等は極めて困難 と
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な っ て お り 、 こ の対策 に つ い て は地元市町村のみ では対応が難か し いの で利用者 の モ ラ ル 向上が

望ま れ て い る 。

県 に お い て は 、 国 の補助金 と 合わせ て 、 民間活動団体の美化清掃活動に対 し て助成 を行い そ

の育成 を 図 る と と も に環境浄化 を推進 し て い る。

4 自然公園の施設整備

県下の 自 然公園 の利用者は表 7 の と お り で、 昭和4 7年か ら数年 間 は 6 5 0 万人前後で横ばい の傾

向 に あ っ た が、 昭和53年は 7 1 0万人に増加 し た の に続 き 、 54 年は 7 3 5 万人 と 46 年以降最高の数字

を示 し て お り 、 前年に比べ て約25万人の利用者が増加 し て い る 。

表 7 自 然公園の利用状況

公園、名、、、＼ 年度 4 7 年 4 8 年 4 9 年 5 0 年 5 1 年 5 2 年 5 3 年 54年

国立公園
大 山 隠 岐
国 立 公 園

人

2, 2 4 7, 0 0 0

人

2, 2 4 0, 1 0 0
人

2 , 1 7 0, 0 0 0
人

2, 1 5 0, 0 0 0

人

2, 1 8 6, 4 0 0
人

2 , 1 9 5, 3 0 0
人

2 , 4 7 6, 0 0 0
人

2, 4 9 8, 2 0 0

山 陰 海 岸
国 立 公 園

2, 2 8 6, 0 0 0 2 , 2 2 8, 7 0 0 2 , 4 3 8, 0 0 0 2, 4 5 6, 0 0 0 2, 4 2 1 , 9 0 0 2 , 5 6 9, 5 0 0 2 , 4 6 4, 9 0 0
2, 6 3 5, 0 0 0

小 。十 4, 5 3 3, 0 0 0 4, 4 6 8, 8 0 0 4, 6 0 8, 0 0 0 4, 6 0 6, 0 0 0 4, 6 0 8, 3 0 0 4, 7 6 4, 8 0 0 4, 9 4 0, 9 0 0
5 , 1 3 3 , 2 0 0

国定公園
氷 ノ 山後山那岐
山 国 定 公 園

1 6 1 , 0 0 0 1 4 4, 7 8 9 1 4 0, 0 0 0 1 3 5, 1 0 0 1 3 7, 8 0 0 1 3 8, 1 0 0 1 4 0, 0 0 0
1 7 0, 8 0 0

比 婆 道 後 帝 釈
国 定 公 園

2 8, 0 0 0 3 0, 4 4 9 3 0, 0 0 0 2 8, 4 0 0 2 9, 0 0 0 2 9, 1 0 0 2 9, 5 0 0 3 5, 0 00

小 。十 1 8 9, 0 0 0 1 7 5, 2 3 8 1 7 0, 0 0 O 1 6 8, 5 0 0 1 6 6, 8 0 0 1 6 7, 2 0 0 1 6 9, 5 0 0 2 0 6, 8 0 0

県立公園
三 朝 東 郷 湖
県 立 公 園

1 , 5 8 6, 0 0 0 1 , 7 0 8, 4 0 0 1 , 6 1 4 , 0 0 0 1 , 5 5 7 , 8 0 0 1 , 6 3 4, 5 0 0 1 , 8 5 2, 1 0 0 1 , 8 5 9, 7 0 0
1 , 8 4 7, 5 0 0

奥 日 野県立公園 1 3 0, 0 0 0 1 3 4, 1 3 4 1 3 0, 0 0 0 1 2 5, 2 0 0 1 2 7, 7 0 0 1 2 8, 0 0 0 1 3 0, 0 0 0
1 5 8, 6 0 0

小 。十 1 , 7 1 6, 0 0 0 1 , 8 4 2, 5 3 4 1 , 7 4 4, 0 0 0 1 , 6 8 3, 0 0 0 1 , 7 6 2, 2 0 0 1 , 9 8 0, 1 0 0 1 , 9 8 9, 7 0 0
2, 0 0 6, 1 0 0

合 。十 6, 4 3 8, 0 0 0 6, 4 8 6, 5 7 2 6, 5 2 2 , 0 0 0 6, 4 5 2 , 5 0 0 6, 5 3 7, 3 0 0 6, 9 1 2 , 1 0 0 7, 1 0 0 , 1 0 0
7, 3 4 6, 1 0 0

な

こ の 自 然公園の利用者に対す る利用施没を54年度は表 8 の と お り の施没整備を行 っ た。

な お 、 県立大山 自 然科学館に 自然解説制度を 5 月 か ら 1 1 月 の期間投げ 、 展示物の解説の ほ

か大山地内の地形 、 地質、 動物及び歴史等について現地解説を行い 自 然に関す る 知識の普

及 と 自然保護思想の高揚を図 っ た。

昭和54年度実施状況

5 月 20 日 、 5 月 27 日 、 6 月 1 0 日 、 6 月 24 日

7 月 2 1 日 ~ 8 月 20 日 (毎 日 )

9 月 2 日 、 9 月 9 日 、 1 0 月 7 日 、 1 0 月 2 1 日 、 1 1 月 1 1 日

各年度別の 自然公園施設の整備状況は資料 1 の と お り であ る 。
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表 8 昭和54年度 自然公園等施設の整備状況

( 1 ) 国立 ･ 国定公園

公 園 名 事 業 名 箇 所 事 業 概 要

大 山 隠 岐

国 立 公 園

大 平 原 園 地 整 備 江 府 町 駐車場舗装 ( ア ス フ ァ ル ト ) 2 , 5 0 0 灯

槙 原 園 地 整 備 大 山 町 芝生広場造成 1 1 , 5 0 6 夕げ

ー向 平野営場整備 東 伯 町

公 衆 便 所 1 棟

炊 事 場 1 棟
給 水 施 設 1 式

テ ン ト サ イ ト 2 , 1 46 ぜ

物) 県 立 公 園

公 園 名 事 業 名 施 設 箇 所 事 業 概 要

三朝東郷湖

県 立 公 園

大 平 山 園 地 整 備
倉 吉 市

大 平 山
駐車場造成 982 夕げ

打 吹 公 園 整 備
倉 吉 市

打 吹 公 園

休 憩 所 1 棟

木造平家建

三 朝 園 地 整 備
三 朝 町

三 朝

休 憩 所 1 棟

木造平家建

(3) 中 国 自然歩道

整備路線名 事業箇所 事 業 内 容

雨滝 ･ 大 谷 線

鳥 取 市

国 府 町

岩 美 町

福 部 村

新 設 7 , 0 0 0 碗

既 設 (標識のみ) 46 . 5 緬

休 憩 舎 4 棟

公 衆 便 所 1 棟

-向野 ･ 三朝線

倉 吉 市

東 伯 町

関 金 町

東 郷 町

三 朝 町

新 設 2 , 7 0 0 碗
既 没 (標識のみ) 46 . 0 脳

休 憩 舎 2 棟

公 衆 便 所 3 棟

5 自 然保護 用 地 の 買 上 げ

国必国定公園の特別保護地区及び第 1 種特別地域内の民有地で、 緊急 にそ の土地を公有化 し

な い限 り 自 然の保護の徹底を期せ られな い地域につ いて、 交付公債に よ り 買上げ自然の保護の

徹底を期す る こ と と し て い る 。
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現在ま での公有化状況は表 9 の と お り であ る 。

な お 、 氷 ノ 山 、 後山 、 那岐山国定公園 、 智頭町昔滓地内の第 3 種特別地域の土地について 、

立木のみの買収を行な い土地は地上権を没定す る本県独 自 の方法で 、 表1 0の と お り 自然保護用

地の取得に当 た っ てい る 。

表 9 自 然保護用地の買上状況

公 園 名 場 所 面 積

大 山 隠 岐 国 立 公 園

庄 府 町 小 谷 1 0 2 5 4 んの

“ 鏡 ヶ 成 7 8. 1 5

中 山 町 遠 茶 畑 2 5. 6 4

大 山 町 大 野 6 9. 7 9

" 向 原 7. 4 7

話 2 8 3 . 5 9

L 氷 ノ 山 後 山 那 峨山 国 定 公 園 智 頭 町 芦 津 5 1 . 5 6

合 。十 3 3 5. 1 5

表 1 0 立木購入状況

公 園 名 場 所 地上権 設定 面積 地 上権 設定期 間

氷 ノ 山 後 山 那 岐 山

国 定 公 園

智 頭 町

芦 津 地 内

んの

2 9 9 5 2 4 5 0 年

第 2 節 自 然環境保全地域等

良好な 自 然は、 われ われが健康で快適な生活 を維持 し て い く 上で 欠 く こ と の でき ないも の で あ る 。

そ の た め、 県 は 自 然環境保全条例に基づ き 、 自 然環境 を保全す る た め の 自 然環境保全地域の指定

を推進 し て い る 。

牟 自 然環境保全地域の指定

学術的に も 質的に も 優れ、 全国 レ ベ ル の 1 7地域に つ い て は昭和5 5年 ま でに、 中国地方 レベ ル の

4 0地域 は昭和6 0年 ま でに指定す る こ と に し て い る 。
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表 ー ー 自 然環境 を保全すべ き地域一覧 ( 面積の 単位んの )

獺度 地 形 ･ 地 質 部 門 植 物 部 門 植 物 部 門 計 ( 罐讓雫の )

特 A

地区数 地区数 6 地区数 3 9

面 積 面 積 4, 3 1 3 面 積 1 , 1 0 0 5, 4 1 3

A

地区数 4 地区数 9 地区数 4 1 7

面 積
7 1

(渓谷は含ま ず)
面 積 2 0 5 面 積 1 , 0 0 0 1 , 2 0 5

B

地区数 58 地区数 1 2 地区数 9 7 9

面 積
5, 1 4 5

ぐ様式地標本地は 省嚼
面 積 3, 0 7 7 面 積 7, 0 3 0 1 0 , 1 0 7

C 地区数 4 9

地区数 1 5 地区数 1 0 7 4

面 積 5 3 3 面 積 3, 3 3 0 3, 8 6 3

。十 面 積 l 1 l

地区数 4 2 地区数 2 6 1 7 9

面 積 8, 1 2 8 面 積 1 2, 4 6 0 2 0, 5 8 8

表 1 2 昭和 6 0 年 ま で に指定すべ き 自 然環境保全地域一覧 ( 面積の 単位“ )

指定期樹、~、、区 分 地形 ･ 地質部門 植 物 部 門 動 物 部 門 。十

昭和 5 5 年

地 域 数 2 1 1 4 1 7

面 積 7 1 1 4 8 5 6 6 7 8 5

昭和 6 0 年
地 域 数 1 8 1 3 9 4 0

面 積 5, 6 2 3 2, 5 4 8 4, 4 7 0 1 2 , 1 4 1

計

地 域 数 2 0 2 2 1 3 5 7

面 積 5, 6 9 4 2, 6 9 6 5, 0 3 6 1 3 , 4 2 6

表 1 3 自 然環境保全地域等の 指定状况

- 25 -

▲‐
#

地 区 名 所 在 地 面 積 指 定 年 月 日

菅 野 国 府 町 2 0. 5 “の S 5 2. 4 . 8

香 取 ( 意上奴神社 ) 鳥 取 市 7. 9 たソ

松 上 神 社 メソ 5 2 ノン

笏 賀 ( 花 蔵 山 ) 三 朝 町 3. 2 S 5 2 7. 2 9

馬 場 ( 長田神社 ) 西 伯 町 3. 7 れソ

唐 川 岩 美 町 1 9. 8 S 5 3. 5 . 1 2

。十 6 0 3


